
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
八
号

自
然
再
生
推
進
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
自
然
再
生
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
実
施
者
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
自
然
再
生
基
本
方
針
の
策
定
そ
の
他
の
自
然
再
生
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
自
然
再
生
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
生
物
の
多
様
性
の
確
保
を
通
じ
て
自
然
と
共
生

す
る
社
会
の
実
現
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地
球
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
然
再
生
」
と
は
、
過
去
に
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
取
り
戻

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
特
定

非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
、
自
然
環
境
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
等
の
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
加
し
て
、
河
川
、
湿

原
、
干
潟
、
藻
場
、
里
山
、
里
地
、
森
林
そ
の
他
の
自
然
環
境
を
保
全
し
、
再
生
し
、
若
し
く
は
創
出
し
、
又
は

そ
の
状
態
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
然
再
生
事
業
」
と
は
、
自
然
再
生
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
事
業
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
土
地
の
所
有
者
等
」
と
は
、
土
地
若
し
く
は
木
竹
の
所
有
者
又
は
土
地
若
し
く
は
木
竹

の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
、
漁
業
権
若
し
く
は
入
漁
権
（
臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
使
用
の
た
め
設
定

さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
）
を
有
す
る
者
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
　
自
然
再
生
は
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
自
然
が
将
来
の
世
代
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
物
の

多
様
性
の
確
保
を
通
じ
て
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地
球
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
こ

と
を
旨
と
し
て
適
切
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
自
然
再
生
は
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
自
然
環
境
に

関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
等
の
地
域
の
多
様
な
主
体
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
自

主
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
自
然
再
生
は
、
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
特
性
、
自
然
の
復
元
力
及
び
生
態
系
の
微
妙
な
均
衡
を
踏
ま
え

て
、
か
つ
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
自
然
再
生
事
業
は
、
自
然
再
生
事
業
の
着
手
後
に
お
い
て
も
自
然
再
生
の
状
況
を
監
視
し
、
そ
の
監
視
の
結
果

に
科
学
的
な
評
価
を
加
え
、
こ
れ
を
当
該
自
然
再
生
事
業
に
反
映
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５
　
自
然
再
生
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
学
習
（
以
下
「
自
然
環
境
学
習
」
と
い

う
。
）
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
自
然
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
民
間
の
団
体
等
が
実
施
す
る

自
然
再
生
事
業
に
つ
い
て
、
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
施
者
の
責
務
）

第
五
条
　
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
自
然
再
生
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
（
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

六
十
七
号
）
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
自
然
再
生
事

業
の
対
象
と
な
る
区
域
の
一
部
又
は
全
部
を
管
理
す
る
者
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
自
然
再
生
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
を
含
む
。
以
下
「
実
施
者
」
と
い
う
。
）
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
然
再
生
事
業
の
実
施
に
主

体
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
の
公
益
と
の
調
整
）

第
六
条
　
自
然
再
生
は
、
国
土
の
保
全
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
に
留
意
し
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
然
再
生
基
本
方
針
）

第
七
条
　
政
府
は
、
自
然
再
生
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針
（
以
下
「
自
然
再
生
基
本

方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
自
然
再
生
基
本
方
針
に
は
、
次
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
自
然
再
生
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
方
向

二
　
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項

三
　
次
条
第
二
項
第
一
号
の
自
然
再
生
全
体
構
想
及
び
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の

作
成
に
関
す
る
基
本
的
事
項

四
　
自
然
再
生
に
関
し
て
行
わ
れ
る
自
然
環
境
学
習
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項

五
　
そ
の
他
自
然
再
生
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
環
境
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
て
自
然
再
生
基
本
方
針
の
案
を
作

成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
環
境
大
臣
は
、
自
然
再
生
基
本
方
針
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
広
く
一
般
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
環
境
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
自
然
再
生
基
本
方
針
を

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
自
然
再
生
基
本
方
針
は
、
自
然
再
生
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う

も
の
と
す
る
。

７
　
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
自
然
再
生
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
自
然
再
生
協
議
会
）

第
八
条
　
実
施
者
は
、
次
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
た
め
、
当
該
実
施
者
の
ほ
か
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
自
然
環
境
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
、
土
地
の
所
有
者
等
そ
の
他
の
当
該
実
施
者
が
実
施
し
よ

う
と
す
る
自
然
再
生
事
業
又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
自
然
再
生
に
関
す
る
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
並
び
に
関

係
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
行
政
機
関
か
ら
な
る
自
然
再
生
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す

る
も
の
と
す
る
。

２
　
協
議
会
は
、
次
の
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
自
然
再
生
全
体
構
想
を
作
成
す
る
こ
と
。

二
　
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の
案
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

三
　
自
然
再
生
事
業
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。

３
　
前
項
第
一
号
の
自
然
再
生
全
体
構
想
（
以
下
「
自
然
再
生
全
体
構
想
」
と
い
う
。
）
は
、
自
然
再
生
基
本
方
針

に
即
し
て
、
次
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域

二
　
自
然
再
生
の
目
標

三
　
協
議
会
に
参
加
す
る
者
の
名
称
又
は
氏
名
及
び
そ
の
役
割
分
担

四
　
そ
の
他
自
然
再
生
の
推
進
に
必
要
な
事
項

４
　
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

５
　
協
議
会
の
構
成
員
は
、
相
協
力
し
て
、
自
然
再
生
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
）

第
九
条
　
実
施
者
は
、
自
然
再
生
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
自
然
再
生
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
自
然
再

生
事
業
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
に
は
、
次
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
実
施
者
の
名
称
又
は
氏
名
及
び
実
施
者
の
属
す
る
協
議
会
の
名
称

二
　
自
然
再
生
事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
及
び
そ
の
内
容

三
　
自
然
再
生
事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
の
周
辺
地
域
の
自
然
環
境
と
の
関
係
並
び
に
自
然
環
境
の
保
全
上
の
意

義
及
び
効
果

四
　
そ
の
他
自
然
再
生
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

３
　
実
施
者
は
、
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
案
に
つ
い
て
協

議
会
に
お
い
て
十
分
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
協
議
の
結
果
に
基
づ
い
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
は
、
自
然
再
生
全
体
構
想
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
実
施
者
は
、
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な

く
、
主
務
大
臣
及
び
当
該
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
に
係
る
自
然
再
生
事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
の
所
在
地
を
管
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轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
、
当
該
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の
写
し
（
当
該
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の
添
付
書

類
の
写
し
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
当
該
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
に
係
る
自
然
再
生
全
体
構
想
の
写
し
（
当

該
自
然
再
生
全
体
構
想
の
添
付
書
類
の
写
し
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
主
務
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の
写
し
及
び
自
然
再
生
全

体
構
想
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
実
施
者
に
対
し
、
当
該
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
に
関
し
必
要
な
助

言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
第
十
七
条
第
二
項
の
自
然
再
生
専
門
家
会
議

の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

７
　
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
維
持
管
理
に
関
す
る
協
定
）

第
十
条
　
自
然
再
生
事
業
の
対
象
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
自
然
再
生
に
係
る
維
持
管
理
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
実
施
者
は
、
当
該
区
域
の
土
地
の
所
有
者
等
と
協
定
を
締
結
し
て
、
そ
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

（
実
施
者
の
相
談
に
応
じ
る
体
制
の
整
備
）

第
十
一
条
　
主
務
大
臣
は
、
実
施
者
の
相
談
に
的
確
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
体
制
の
整
備
を
図
る
も

の
と
す
る
。

（
自
然
再
生
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
十
二
条
　
国
の
行
政
機
関
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
く
自
然
再
生
事

業
の
実
施
の
た
め
法
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
そ
の
他
の
処
分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
自
然
再
生
事
業
が
円

滑
か
つ
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
自
然
再
生
事
業
の
進
捗
状
況
等
の
公
表
）

第
十
三
条
　
主
務
大
臣
は
、
毎
年
、
自
然
再
生
事
業
の
進
捗
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
第
九
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
然
再

生
事
業
実
施
計
画
の
写
し
及
び
自
然
再
生
全
体
構
想
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の
進
捗
状
況
の
報
告
）

第
十
四
条
　
主
務
大
臣
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
自
然
再
生

事
業
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
当
該
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
十
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
然
再
生
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
自
然
再
生
に
関
す
る
そ
の
他
の
措
置
）

第
十
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
然
再
生
に
関
し
て
行
わ
れ
る
自
然
環
境
学
習
の
振
興
及
び
自
然
再
生
に

関
す
る
広
報
活
動
の
充
実
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
自
然
環
境
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る

者
等
が
行
う
自
然
再
生
に
関
す
る
活
動
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
自
然
再
生
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
然
再
生
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進
、
そ
の
成
果
の
普
及
そ
の
他
の
自
然
再
生

に
関
す
る
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
も
の
と
す
る
。

４
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
然
再
生
事
業
の
実
施
に
関
連
し
て
、
地
域
の
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
林
水
産

業
の
推
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
自
然
再
生
推
進
会
議
）

第
十
七
条
　
政
府
は
、
環
境
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
職
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
自
然
再
生
推
進
会
議
を
設
け
、
自
然
再
生
の
総
合
的
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
連
絡
調
整

を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
環
境
省
、
農
林
水
産
省
及
び
国
土
交
通
省
は
、
自
然
環
境
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
構
成
す

る
自
然
再
生
専
門
家
会
議
を
設
け
、
前
項
の
連
絡
調
整
を
行
う
に
際
し
て
は
、
そ
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
十
八
条
　
こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
環
境
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
と
す
る
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
環
境
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す

る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
自
然
再
生
事
業
に
係
る
配
慮
）

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
自
然
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平

成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
施
行
状
況
そ
の
他
土
地
の
形
状
の
変
更
、
工
作
物
の
新
設
等
の
事
業
に
係
る
自
然

環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
状
況
等
に
留
意
し
て
、
適
正
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

（
検
討
）

３
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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